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コンテンツが日本各地に生まれ、外国からのインバウン
ドを招き入れる契機になれば、真の意味のグローバルな
コミュニケーションを促進すると思われます。そして、
標準化されて行くグローバルマーケッティングと、個性
が売りとなるローカルマーケティングとのうまい接点
が、新しいマーケットを創造する予感がします。
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■樂篆家は時空を超えた偉大なコミュニケーションデザイナー
　高橋先生の頭の中には、このような漢字の意味、由縁
が全て網羅され、それらが組み合わさった名前の意味さ
えその場で図解できるという、膨大なデータが蓄積され
ていたということです。ある中国人のアーチストから言
われたそうですが、「あなたは日本人なのに、なぜ中国
人よりも漢字に詳しいのか？」と。
　書家の大先生を勝手にデザイナーに例えるのは、誠に
僭越な話ではありますが、私の目に映る先生の書は、優
れたグラフィックデザインであり、且つストーリー性に
満ちた豊かなコミュニケーションデザインそのものでし
た。
　と、ここまで、高橋先生のことを過去形で書いたこと
に違和感を持たれた読者もいらっしゃったと思います
が、実は、そんな先生の訃報が届いたのは、2015年11
月のことでした。本当にこれからご一緒にお仕事をさせ
ていただこうと矢先でしたので、悔しい気持ちで一杯で
したが、先生ご本人が一番無念であったと思います。先
生の遺志を継いで、何かを伝えていかなければならない
と思っています。
　読者の皆様で、漢字や古代文字に少しでもご興味を持
たれたなら、是非一度、「漢字のまち喜多方」を訪れて
ください。最近、古代文字の看板をコンテンツとしたミ
ステリーツアー等も人気を博しています。
　グローバル化が叫ばれる中、高橋先生が育まれた、こ
のような地域（ローカル）を活性化する独自の文化的な


